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昨
年
の
相
談
員
研
修
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
今
年

は
７
月
14
日
～
15
日
に
婦
中
町
い
こ
い

の
村
磯
波
風
に
お
い
て
延
べ
92
人
参
加

し
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
は
、「
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て  

～
コ
ロ
ナ
禍
に
生
き
る
こ

と
～
」と
題
し
、
学
校
法
人
浦
山
学
園  

富
山
福
祉
短
期
大
学  

教
授  

鷹
西 

亘
氏
か
ら
自
分
の
体
験
を
通
し
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

鷹
西
氏
は
、
南
砺
市
出
身
で
19
歳
の
時
に
交
通
事
故
に
遭
い
、

頸
椎
を
損
傷
、
以
来
車
い
す
生
活
と
な
る
。
２
年
間
の
リ
ハ
ビ
リ

を
経
て
、
建
設
会
社
に
就
職
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
の
仕
事
に
従

事
、
働
き
な
が
ら
、
通
信
制
大
学
に
編
入
学
し
社
会
福
祉
士
資
格

を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
富
山
福
祉
短
期
大
学
教
授
（
社

会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
）
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富

山
県
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
の
会
長
は
じ
め
、
多
く
の
障
害
者

に
ま
つ
わ
る
協
議
会
や
委
員
会
等
に
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
日
目
は
、「
な
ぜ
生
き
る 

～
蓮
如
上
人
と
吉
崎
炎
上
～
」
と

題
し
た
ア
ニ
メ
映
画
上
映
を
相
談
員
研
修
会
と
し
て
は
初
め
て
行

い
、
人
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
の
一
つ
と
し
て
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
上
映
後
、

参
加
者
の
方
か
ら
「
大

変
良
か
っ
た
」
と
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
教
室
会
場
の
三
密
を
避
け
る
た

め
募
集
人
数
限
定
し
て
、
県
西
部
は
７
月
29
日
参
加
者
18
名
、

ま
た
、
県
東
部
は
８
月
５
日
19
名
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
初
め
て
の
方
も
お
ら
れ
た

た
め
講
師
の
丁
寧
な
説
明
を
聞
い
た

後
、
花
瓶
や
皿
な
ど
の
制
作
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
制
作
し
た
作
品
は
、
各
圏

域
で
開
催
さ
れ
る
地
域
障
害
者
作
品
展

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
相
談
員

活
動
強
化
研
修
会
開
催

障
害
者
陶
芸
教
室
開
催

一生懸命、こねています

開会あいさつ「布尾会長」分かりやすいアニメ映画

●
今
後
の
事
業
計
画

　
（�

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
中
止
や
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
各
団
体
か

ら
の
事
業
案
内
で
確
認
く
だ
さ
い
。）

●
8
月
26
日（
中
止
）　

県
東
部
障
害
者
ほ
ん
わ
か
ア
ー
ト
教
室

　
（
サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま
）

●
8
月
30
日（
中
止
）　

県
西
部
障
害
者
ほ
ん
わ
か
ア
ー
ト
教
室

　
（
高
岡
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
9
月
4
日（
中
止
）　
結
婚
相
談
事
業「
出
会
い
と
語
ら
い
の
集
い
」

　
（
婦
中
町
や
ま
ふ
じ
ぶ
ど
う
園
）

●
9
月
18
日
〜
20
日　

地
域
障
害
者
作
品
展

　

高
岡
圏
域（
氷
見
市
プ
ラ
フ
ァ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

●
9
月
25
日
〜
27
日　

地
域
障
害
者
作
品
展

　

新
川
圏
域（
朝
日
町
あ
さ
ひ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
カ
）

●
10
月
1
日
〜
3
日　

富
山
県
障
害
者
絵
画
展（
ア
ピ
タ
富
山
店
）

●
10
月
15
日
〜
17
日　

地
域
障
害
者
作
品
展

　

砺
波
圏
域（
小
矢
部
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

●
10
月
29
日
〜
31
日　

地
域
障
害
者
作
品
展

　

富
山
圏
域（
ア
ピ
タ
富
山
店
）
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今
年
度
、
富
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
外
出
自
粛
に
よ
る
会
員
の
体
力
低

下
や
認
知
症
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
、
施
設
な
ど

現
地
に
直
接
出
向
い
て
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
確
認
を

行
い
以
下
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
第
31
回
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
が
、
今
年
度
感
染
防
止
を
行
い
5
月
18
日
～
19
日

に
ゆ
～
と
り
あ
越
中

に
お
い
て
福
祉
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

外
出
自
粛
や
各
種
行

事
の
中
止
な
ど
あ
り
、

他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か

ら
認
知
症
傾
向
に
な

る
方
も
お
ら
れ
初
日

は
、「
認
知
症
に
つ

い
て
」
会
員
51
名
が

参
加
し
、
富
山
県
厚

生
部
の
扇
一
優
希
講

師
か
ら
富
山
県
に
お

け
る
認
知
症
の
状
況

な
ど
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
日
目
は
、「
笑
い
は
健
康
の
特
効
薬
」
と

題
し
て
富
山
の
落
語
家
「
越
中
家　

漫
欽
丹
」
さ
ん
の

健
康
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
で
久
し
ぶ
り
で
笑
っ
た

方
も
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
第
1
回
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

昨
年
ま
で
長
年
に

亘
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
教

室
を
開
催
し
て
い
た

越
中
庄
川
荘
が
閉
館

と
な
っ
た
た
め
、
今

年
度
か
ら
氷
見
市
の

「
ひ
み
の
は
な
」
で
お

願
い
し
、
6
月
8
日

～
10
日
に
第
1
回
リ

ハ
ビ
リ
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
温
泉
療
養
を
主
と
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

と
共
に
、
2
日
目
に
は
、
全
員
で
あ
い
や
ま
ガ
ー
デ
ン

の
バ
ラ
園
な
ど
を
散

策
す
る
な
ど
歩
行
訓

練
を
実
施
し
気
分
転

換
を
図
り
ま
し
た
。

●
障
害
者�

�
�

交
通
安
全
教
室

　

6
月
10
日
、
リ
ハ

ビ
リ
教
室
最
終
日
に
、

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
富
山
県
警
察
本

部
の
萱
原
愛
子
巡
査
部
長
な
ど
は
最
近
の
高
齢
者
の

交
通
事
故
に
つ
い
て
、
夜
間
に
多
く
発
生
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
「
反
射
材
」
の
利
用
を
是
非
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

●
第
23
回
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
会

　

6
月
23
日
、
第
23
回
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

会
は
富
山
市
の
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
会
員

80
名
参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
の
た
め
昨

年
同
様
午
前
中
に
個

人
戦
兼
団
体
戦
の
1

試
合
の
み
の
競
技
会

と
な
り
ま
し
た
が
選

手
の
皆
さ
ん
は
、
そ

れ
な
り
に
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

●
ガ
ラ
ス
作
品
制
作
体
験
教
室

　

7
月
8
日
（
水
）
午
前
は
東
部
、
午
後
か
ら
西
部
の

会
員
（
総
勢
42
名
）
に
よ
る
ガ
ラ
ス
作
品
制
作
体
験
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
ラ
ス
作
品
制
作
体
験
教
室
は
、
今
年
で
3
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
作
り
を
行

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
一
段
U
P
し
吹
き
ガ
ラ
ス
作

品（
コ
ッ
プ
・
一
輪
差
し
・
小
鉢
な
ど
）を
思
い
思
い
に
、

身
体
障
害
者
の
ひ
ろ
ば

認知症のお話

レストハウス前にて反射材の説明と体験

「的」が違いませんか

落語風景
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講
師
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
火
傷
を
し
な

い
よ
う
真
剣
に
受
講

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
今
後
の
事
業
予
定（
9
月
10
日
現
在
）

●
9
月
15
日
～
16
日
　
10
月
20
日
～
21
日
に
延
期

　

山
岳
歩
行
訓
練
会

　
（
高
山
・
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
）

●
9
月
19
日

　

富
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
F
D
の
部
）

　
（
県
総
合
運
動
公
園
）

●
9
月
25
日

　

第
44
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
（
ア
ピ
タ
富
山
東
ワ
ン
ダ
ー
ボ
ウ
ル
）

●
10
月
6
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
中
止

　

市
町
村
で
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
会
等
に
補
助
検
討

●
10
月
14
日

　

障
害
者
女
性
健
康
指
導
教
室

　
（
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
）

　
（
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）

●
11
月
4
日
～
5
日
　
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
中
止

　

富
山
県
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会
に
変
更

　
（
黒
部
峡
谷
ト
ロ
ッ
コ
乗
車
体
験
）

　
（
宇
奈
月
温
泉（
セ
レ
ネ
））

●
11
月
9
日
～
11
日

　

第
2
回
リ
ハ
ビ
リ
教
室（
ひ
み
の
は
な
）

●
11
月
日
未
定

　

障
害
者
女
性
健
康
指
導
教
室（
料
理
教
室
）

　
（
大
沢
野
大
久
保
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

●
12
月
4
日

　

第
34
回
富
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

　
（
大
沢
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

●
12
月
日
未
定

　

障
害
者
女
性
健
康
指
導
教
室

　
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
）

　
（
サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま
）

※
今
後
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に

よ
り
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
社
団
法
人
富
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

富
山
市
安
住
町
５–

21
サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま
３
階

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
０
７
６
）４
３
２–

６
３
３
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
０
７
６
）４
３
３–

４
６
１
０

コ
ロ
ナ
禍
が
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
は
自
粛
の
ス
ト
レ
ス
で
以
前
に
も
増
し

て
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
去
る
12
月
の
は
じ

め
、
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
の
澤
田
慎

一
郎
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
イ
ラ
イ
ラ
よ
り
イ
キ

イ
キ
を
増
や
し
て
生
き
よ
う
」
と
い
う
演
題
で
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
習
を
開
催
し
ま
し
た（
受
講
生

は
約
25
名
）。

講
習
の
要
点
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
怒
り
と
上
手
に

向
き
合
う
た
め
の
心
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

怒
っ
た
あ
と
の
後
悔
は
誰
で
も
経
験
す
る
こ
と
で

す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
怒
り
を
我
慢
し
す
ぎ
る
と

溜
ま
っ
た
不
満
が
爆
発
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
逆

に
、
感
情
に
任
せ
た
振
る
舞
い
は
、
家
庭
内
外
で
の

対
人
関
係
に
お
い
て
亀
裂
や
問
題
を
引
き
起
こ
し
か

ね
ま
せ
ん
。
家
庭
内
暴
力
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、「
怒
り
」

が
原
因
の
ト
ラ
ブ
ル
も
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
や
上

手
な
怒
り
方
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

〈
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
〉

1
：�

怒
り
の
衝
動
に
駆
ら
れ
た
と
き
は
、
怒
り
を
発

す
る
前
に
6
秒
間
我
慢
す
る
と
い
う
「
6
秒
間

ル
ー
ル
」が
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

衝
動
的
な
怒
り
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
生
成
に
起
因

し
て
い
る
が
、
一
旦
生
成
し
た
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
は
6

秒
間
我
慢
す
る
間
に
ほ
ぼ
消
失
す
る
の
で
、
怒
り
が

収
ま
っ
て
冷
静
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

ゆっくり・ゆっくり・もっと強く

怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法

精
神
障
害
者
の
ひ
ろ
ば
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2
：「
〇
〇
す
べ
き
」と
い
う
思
考
を
捨
て
る
。

怒
り
の
根
本
的
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
他

者
と
の
価
値
観
の
違
い
に
あ
り
ま
す
。
日
常
的
に
怒

る
こ
と
が
多
い
人
は
、「
～
す
べ
き
」
と
い
う
思
考
を

強
く
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
自
身
の
思
考
と
他

者
の
思
考
に
ず
れ
が
あ
る
と
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

3
：�

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
は
「
仕
方
な
い
」
と
割

り
切
る
。

完
璧
主
義
的
な
考
え
方
も
怒
り
を
生
じ
さ
せ
る
原

因
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
、
他
人
は
自
分

と
は
違
う
こ
と
を
理
解
し
、
他
人
の
言
動
に
つ
い
て

は
例
え
気
に
入
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と
し
て
も
仕

方
な
い
と
割
り
切
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人

富
山
県
精
神
保
健
福
祉
家
族
連
合
会

　

事
務
局　

〒
９
３
０–

０
０
８
５

　

富
山
市
丸
の
内
２–

３–

８　

桜
井
ビ
ル
３
Ｆ

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ  （
０
７
６
）４
６
１–

７
１
１
０

◆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急

要
望

4
月
、
5
月
と
県
内
の
障
害
者
支
援
施
設
や
通
所

施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
5
月

31
日
（
月
）、
四
方
理
事
長
か
ら
木
内
富
山
県
厚
生
部

長
に
対
し
、
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

特
に
、
施
設
に
お
け
る
職
員
と
利
用
者
に
対
す
る

集
団
接
種
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
県
と
市
町

村
と
の
調
整
を
速
や
か
に
行
い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
を
強
化
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
在
宅
の
知
的
障
害
者
や
特
別
支
援
学

校
教
員
へ
の
早
期
接
種
、
接
種
時
に
お
け
る
障
害
特

性
に
配
慮
し
た
適
切
な
支
援
等
に
つ
い
て
も
要
望
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
内
で
は
6
月
か
ら
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
障
害
者
入
所
施
設
や
高
齢
者
施
設
で
、
巡
回
接

種
や
一
斉
P
C
R
検
査
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

各
市
町
村
に
よ
っ
て
対
応
は
異
な
る
も
の
の
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

保
護
者
や
家
族
、
ま
た
、
障
害
の
あ
る
本
人
が
感

染
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
不

安
も
ま
だ
ま
だ
強
く
、
親
子
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

療
養
施
設
等
の
設
置
を
望
む
声
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
引
き
続
き
、
支
援
体
制
の
強
化
を
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
親
か
ら
地
域
社
会
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

～
松
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～　

親
向
け
、
本
人
向

け
冊
子
が
完
成
し
ま
し
た

富
山
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
が
富
山
市
か
ら
の
委

託
を
受
け
、
県
育
成
会
も
協
力
し
て
進
め
て
き
た「
親

亡
き
後
研
究
事
業
」。
3
年
間
に
わ
た
り
、
各
エ
リ
ア

の
育
成
会
で
学
習
会
な
ど
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た「
親
向
け
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」と「
本
人
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」が
完
成
し
ま

し
た
。

学
習
会
の
過
程
で
、
親
の
不
安
を「
住
ま
い
、
引
継

ぎ（
後
見
人
）、
安
全（
地
域
）」の
3
つ
に
整
理
す
る
と

共
に
、
親
亡
き
後
の
問
題
は
「
本
人
の
自
立
」
を
考
え

る
こ
と
で
も
あ
る
と
気
づ
い
た
こ
と
か
ら
、
親
向
け

と
、
本
人
向
け
の
冊
子
は
「
対
」
の
形
で
作
成
し
、
親

子
で
話
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
め
る
よ
う
に
工
夫
し

ま
し
た
。

ま
た
、
冊
子
に
は「
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
、
考
え

た
い
こ
と
」と「
始
め
た
い
こ
と
」が
ま
と
め
ら
れ
て
い

 

富
山
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

知
的
障
害
者
の
ひ
ろ
ば

緊急要望の提出
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ま
す
が
、
あ
え
て
「
結
論
」
は
出
さ
ず
、
自
分
で
、
親

子
で
、仲
間
同
士
で
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く「
材
料
」

と
し
て
い
ま
す
。

3
月
6
日（
土
）、こ
の
事
業
の
ま
と
め
の
セ
ミ
ナ
ー

が
富
山
市
育
成
会
主
催
で
開
催
さ
れ
、
冊
子
が
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。
後
日
、
富
山
新
聞
、
北
日
本
新

聞
等
で
冊
子
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
勿
論
、
関
心
を
持
た
れ
た
方
や
、

様
々
な
団
体
の
関
係
者
か
ら
大
変
多
く
の
お
問
合
せ

が
あ
り
ま
し
た
。

「
親
亡
き
後
」
に
不
安
は
い
っ
ぱ
い
。
で
も
、
何
か

ら
ど
う
や
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、

そ
の
よ
う
な
方
々
に
広
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
冊
子
は
読
む
だ
け
で
は
、
十

分
な
効
果
を
生
み
ま
せ
ん
。

他
の
団
体
で
は
、
こ
の
冊
子
制
作
の
中
心
と
な
っ

た
細
川
瑞
子
さ
ん
を
講
師
に
、
研
修
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
既
に
積
極
的
に
冊
子
を
活
用
し
て
い
た
だ
い

た
例
が
あ
り
ま
す
。

育
成
会
で
は
今
後
、
各
エ
リ
ア
や
支
部
、
保
護
者

会
な
ど
で
の
学
習
会
の
輪
を
広
げ
、
こ
の
冊
子
を
活

用
し
て
い
く
予
定
で
す
。
仲
間
同
士
で
の
学
習
会
を

重
ね
、
準
備
を
始
め
、
行
動
に
移
す
こ
と
で
不
安
が

解
消
さ
れ
、
本
人
の
自
立
と
、
親
子
の
安
心
へ
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

〈
松
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

常
緑
で
あ
り
、
長
寿
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
縁

起
の
良
い
木
と
し
て
庭
木
に
好
ま
れ
て
い
た
松
。

松
の
枝
が
長
く
横
に
伸
び
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

支
柱
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
「
門
か
ぶ
り
の
松
」

を
、
私
た
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

親
子
の「
松
の
木
」が
分
か
れ
て
、
子
ど
も
の「
松
」

は
親
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
支
援
や
地
域
の
支
え
に

よ
っ
て
、
安
全
に
育
ち
、
豊
か
な
枝
葉
を
茂
ら
せ
て

い
く
。
そ
の
様
子
を「
親
か
ら
地
域
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
」
に
相
応
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
こ
の
活
動
を
「
松

の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
称
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
社
団
法
人
　
富
山
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

〒
９
３
０–

０
０
９
４

富
山
市
安
住
町
５
番
21
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
０
７
６
）４
４
１–

７
１
６
１

メ
ー
ル　

toikusei@
m

inos.ocn.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://toyam
aikusei.jp/

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

https://w
w

w
.facebook.com

/toyam
aikuseikai/

●
オ
ン
ラ
イ
ン
で
囲
碁
を
楽
し
む
視
覚
障
害
者
た
ち

　

当
協
会
に
は
囲
碁
教
室
が
あ
り
、
平
成
26
年
4
月

に
「
と
や
ま
ラ
イ
ト
囲
碁
教
室
」
と
し
て
発
足
、
そ
の

後「
Ｂ
Ｉ
Ｃ
富
山（Blind Igo Circle

富
山
）」に
名
称

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

囲
碁
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も
気
軽
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
挨
拶
で
始
ま
っ
て
挨
拶
で
終
わ
る

礼
儀
を
重
ん
じ
た
頭
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
碁
盤
と
碁

石
が
ず
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
手
で
触
っ
て
白
石
と

黒
石
の
区
別
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の

で
、
弱
視
は
も
ち
ろ
ん
全
盲
で
も
対
局
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

以
降
、
三
密
を
避
け
消
毒
や
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
等

の
感
染
予
防
対
策
の
ほ
か
、
携
帯
電
話
に
よ
る
電
話

対
局
を
し
な
が
ら
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
何
よ
り
残

念
だ
っ
た
の
は
、
大
き
な
活
動
目
標
だ
っ
た
全
国
大

会
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
お
誘
い
く
だ
さ
っ
た
の
が
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
囲
碁
サ
ー
ク
ル
」の
方
で
し
た
。
こ
の
サ
ー
ク
ル

視
覚
障
害
者
の
ひ
ろ
ば

社
会
福
祉
法
人

富
山
県
視
覚
障
害
者
協
会
だ
よ
り
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に
は
、
全
国
各
地
か
ら
約
20
名
の
視
覚
障
害
者
が
参

加
し
て
お
り
、
週
2
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
局
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
対
局
で
は
、
自
分
も

相
手
も
そ
れ
ぞ
れ
に
碁
盤
を
用
意
し
、
石
を
打
つ
盤

面
の
位
置
を「
3
の
四
」「
7
の
六
」の
よ
う
に
数
字
で

相
手
に
伝
え
ま
す
。
聞
い
た
相
手
は
、
伝
え
て
き
た

相
手
の
石
も
自
分
の
碁
盤
に
置
く
と
い
う
流
れ
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
東
京
の
方
か
ら
携
帯
型
碁
盤

を
寄
贈
い
た
だ
き
、
四
つ
に
折
っ
て
持
ち
運
べ
る
こ

と
か
ら
、
晴
眼
者
を
含
め
て
対
局
相
手
の
範
囲
も
広

が
り
ま
し
た
。

　
「
Ｂ
Ｉ
Ｃ
富
山
」
は
、
現
在
女
性
も
含
め
て
8
名
の

会
員
で
、脳
ト
レ
に
も
な
る
こ
の
囲
碁
の
仲
間
を
募
っ

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、当
協
会
事
務
局
ま
で
。

●
令
和
3
年
度
後
期
の

�

主
な
事
業
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
中
止

　

第
45
回
視
覚
障
害
者
文
化
祭
・
福
祉
機
器
展

●
10
月
3
日

　

第
47
回
富
山
県
視
覚
障
害
者
球
技
大
会

　

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

　

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

●
10
月
30
・
31
日
　
新
潟
県

　

第
30
回
北
信
越
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
大
会

●
11
月
14
日

　

三
療
研
修
会

●
11
月
20
・
21
日
　
福
井
県

　

日
視
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

●
12
月
5
日

　

更
生
相
談
会
・
結
婚
相
談
室
・
意
見
交
換
会

以
上
の
事
業
の
他
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
家
庭
生

活
を
支
援
す
る
各
種
教
室
、
点
字
・
パ
ソ
コ
ン
・
歩

行
指
導
、
点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
・
研
修

事
業
等
、
視
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
活
動
を
通

年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
９
３
０–

０
０
７
７

富
山
市
磯
部
町
３
丁
目
８
番
８
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
０
７
６
）４
２
５–

６
７
６
１

（
福
）富
山
県
視
覚
障
害
者
協
会
事
務
局
ま
で

●�
2
年
ぶ
り
に
第
32
回
富
山
県
ろ
う
あ
者
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
7
月
4
日（
日
）午
後
か
ら
2
年

ぶ
り
に
高
岡
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。
定
員
を
半
分
に
抑
え
て
い
ま
し
た
が
、
入

場
券
は
159
枚
売
れ
、
初
め
て
の
方
法
と
し
て
2
階
の

集
会
室
に
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
な
い
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
中
継
し
ま
し
た
。

来
賓
の
挨
拶
で
は
県
知
事
代
理
障
害
福
祉
課
長
、

高
橋
正
樹
高
岡
市
長
、
田
畑
裕
明
衆
議
院
議
員
か
ら

冒
頭
に
手
話
も
交
え
て
の
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

記
念
講
演
は
『
手
話
の
魅
力
～
手
話
語
り
の
魅
力

を
堪
能
～
』
を
テ
ー
マ
に
N
H
K
「
み
ん
な
の
手
話
」

に
出
演
さ
れ
て
い
る
那
須
善
子
さ
ん
を
お
招
き
し
ま

し
た
。
家
族
み
ん
な
が
ろ
う
者
の
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子
、
ろ
う
劇
団
で
の
経
験
、
育

児
で
の
絵
本
の
手
話
語
り
、
そ
し
て
手
話
の
魅
力
を

出
演
さ
れ
て
い
る

「
み
ん
な
の
手
話
」

と
同
じ
よ
う
に
、

い
や
そ
れ
以
上
に

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
手
話

で
聞
こ
え
な
い
我

が
子
に
絵
本
の
読

聴
覚
障
害
者
の
ひ
ろ
ば
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み
聞
か
せ
を
す
る
時
は
、
文
字
を
そ
の
ま
ま
手
話
に

す
る
の
で
は
な
く
、
場
面
や
気
持
ち
に
合
っ
た
手
話

表
現
を
工
夫
し
、
子
供
達
の
興
味
を
引
く
こ
と
が
肝

心
だ
と
い
う
事
が
一
番
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

講
演
は
と
て
も
楽
し
く
時
間
が
経
つ
の
が
早
く
、

も
っ
と
聞
き
た
い
！
と
思
い
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、
共
演
さ
れ
て
い
る
三
宅
健
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
ご
自
身
の
衣
装
の
苦
労
話
も
聞
く
事
が
で
き
、

改
め
て
と
て
も
凄
い
方
に
講
演
し
て
い
た
だ
け
た
と

実
感
し
ま
し
た
。

●
今
年
度
も「
出
前
手
話
講
座
」を�

�
�

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

～
富
山
県
手
話
普
及
活
動
促
進
事
業
ご
利
用
の
お

知
ら
せ
～

富
山
県
手
話
言
語
条
例
に
も
と
づ
く
富
山
県
手
話

普
及
活
動
促
進
事
業
が
今
年
度
も
富
山
県
聴
覚
障
害

者
協
会
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
の
企
業
、
社

会
福
祉
法
人
や
社
団
法
人
、
N
P
O
法
人
、
自
治
会
、

P
T
A
な
ど
の
団
体
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
、
ろ
う
者

と
交
流
し
手
話
を
学
ん
で
頂
く
た
め
の「
出
前
手
話
講

座
」を
開
催
し
ま
す
。
申
込
み
の
た
め
の
主
な
条
件
は
、

※�

手
話
講
座
に
か
か
る
報
償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、

役
務
費
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
と
し
ま
す
。

※�

活
動
1
回
当
た
り
1
5
,
0
0
0
円
を
補
助
上

限
額
と
し
、
1
団
体
等
に
つ
き
5
回
ま
で
を
年

度
の
上
限
と
し
ま
す
。
開
催
時
間
は
1
回
に
つ

き
1
時
間
以
上
3
時
間
ま
で
と
し
ま
す
。
標
準

は
2
時
間
で
す
。

申
込
書
を
本
協
会
H
P
に
ア
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す

の
で
お
使
い
下
さ
い
。
申
請
は
、希
望
す
る
日
の
一
ヶ

月
以
上
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し

く
は
本
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
難
聴
の
方
へ
。

�

要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

難
聴
、
中
途
失
聴
者
の
方
は
、
要
約
筆
記
者
派
遣

事
業
が
利
用
で
き
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
が
あ
れ

ば
、
無
料
で
派
遣
で
き
ま
す
。
問
合
せ
、
依
頼
は
本

会
ま
で
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
法
人
富
山
県
聴
覚
障
害
者
協
会

富
山
市
木
場
町
２–

21

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
０
７
６
）４
４
１–

７
３
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
０
７
６
）４
４
１–

７
３
０
５

メ
ー
ル　

info@
tom

ichokyo.or.jp
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.tom

ichokyo.or.jp/index.htm
l
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富山県障害者社会参加推進センターだより令和3年9月� 第33号

富山県身体障害者協会では、メーカーから車イス補助用具「JINRIKI」（じんりき）の取り扱い協会の
承認をいただきました。JNRIKIを利用すると前輪が浮くため、まるで人力車と同じく坂道はもちろん
少々の段差や砂利道でもスムーズに移動ができ、介助者の負担も少ないと共に乗っている方も振動が
少なく大変好評を得ています。（標準販売価格　71,200円）

【　お　知　ら　せ　】

【問い合わせ先】

一般社団法人富山県身体障害者福祉協会
富山市安住町5－21サンシップとやま3階
ＴＥＬ　076－432－6331（JINRIKI　担当　西野）
ＦＡＸ　076－433－4610

☆県協会
「あいやまガーデン散策」

【JINRIKI使用例】

※障害者はもちろん高齢者の方でも
車椅子を利用される方は、是非ご検討ください

車椅子補助用具　JNRIKI（じんりき）　紹介

☆大沢野協会
「あいやまガーデン散策」

雨天でした

☆富山市協会
大岩山「日石寺見学」


